













































































































































































































































これは 5 期から 23 期までの「大旅行J のコー
スマップです。こんなかたちで中国本土を歩き
回っていて、それを密度分布で表現したものがこ
れです。このように中国研究は、先ほど申しまし
た荒尾精の情報収集と、根津院長の編集でそれを
整理して出版した『清国通商総覧』という 1000
ページを超える大部なもの、それから先ほどの 2
期生 5 名による西域調査です。そして、調査旅行
が本格化していきます。
一方、そのためにも最初から語学が必要でした。
あとで今泉先生のお話がありますが、語学教育の
ために f華語草編J 等の初めての本格的、実践的
な教科書がつくられ、教育が行われました。そし
て先ほどの旅行を通して、まず f支那経済全書j
全 12 巻、中国のエンサイクロベデイアでしょう
か。それから各地域史、地理誌ですが、 f支那省
別全誌Jl8 巻です。そして研究としてf支那研究j、
あるいは講座本。ぞれから新しい『新修支那省別
全誌J を編纂刊行します。これは戦争の激化によ
り 9巻で終わってしまいます。大学になってから、
『東亜調査報告書』という、大学の学生のゼミの
報告書が出版されたりしています。これ以外にも、
多くの中国や満州の年鑑があります。多くの関係
書物が、各研究者によって出版されています。
調査旅行の報告書の性格ですが、学生諸君は特
に、報告あるいは日誌の部類は事実しか書いては
いけないということでしたので、現在から見ても
客観的な資料として非常に価値がある内容だろう
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と，思っています。それを指導したのが、書院卒業
生の馬場鍬太郎という先生で、中国地理の大著や
中園地理の背景を出版したような地理学者であり
ます。
研究がこういうかたちでさらに広くなって発展
していきますと、それらの調査報告をさらに活用
することができます。これは私が後追いをして手
書きの原稿を少し活字化して出版したものです。
例えば、これは 12 期生の調査報告書だ、けを取扱っ
たものですが、どれだけの紙幣、貨幣がコース沿
いで使われていたかを抽出したものです。当時中
国は統一貨幣はありませんでした。こんなかたち
で貨幣の種類を分布図に表すことができます。
そうすると、閉じ貨幣がある種のまとまりを示
す分布傾向がみられます。これは当時の経済圏の
分布図として見ることができます。
今度は言葉です。言葉もどういう言葉が話され
ているかを図に示していきますと、これも同じよ
うな、言葉の共通の広がり部分が出てきます。こ
れは言ってみれば中国の文化圏の分布図を表した
ものと言えます。
両者の分布図を合わせますと、経済圏と文化
圏がほぼ重なるかたちのまとまりが出てきていま
す。これは中国を理解するうえで、基本的な地域
構造を示したものと言えます。私は地理学をやっ
ているものですからどうしてもこういう地域的視
点が現象をみますが、こういう作業で調査報告書
から当時の中国像を浮かび上がらせることができ
ます。
次にこれはアヘン用のケシがどこで栽培されて
いたかを分布図として示したものです。調査旅行
中にいろいろな事象が観察されていますが、アヘ
ン用のケシは西北の畑作地帯が多いようです。こ
れは土匪の分布図です。黄河の氾濫によって農民
たちが家を失って土匪に変わったのがその起源だ
といわれますが、辛亥革命後の軍関の戦争の中で
土匪に転じた兵士もずいぶん多いようです。だい
たい司が届きにくい各省の境目に集中的に分布
し、書院の人たちも結構土匠に遭遇して危うい状
況までいったケースも記録されています。
五・三Oの事件の話が葉先生からもありまし
たが、あのとき書院の学生が旅先の各地で出会
い、記録した反目、反英、排外運動の様子を分布
図として示したものです。かなり広い範囲に見ら
れ、中国人に最初のナショナリズムを与える契機
になったように思われます。また、これは軍閥の
人たちの勢力圏の図です。書院生はコース上で軍
閥聞の戦争がある場合には戦場に入ったりしまし
た。大変危険な旅行でもありましたが、そのデー
タを使いますと当時の軍閥の勢力範囲がこんなか
たちで表されます。
軍閥の人たちは、近代化戦略をもっていまし
た。多くの軍閥は当時日本へ留学をした人たちが
多かったのですが、この時期、公園をつくったり
都市計画を実行したり、さまざまな近代化を試み
ています。これは四川の近代化の例です。
大連や営口や安東、奉天といった東北・満州
のほうへ、大陸から多くの漢民族の人たちが移動
していくという報告書もあります。春先に満州へ
移っていって年末に山東省へ帰ってくるような出
稼ぎ形態の人たちの様子も、大連の報告書からわ
かります。大連へ来た漢人たちが、こういうかた
ちで満州へ散らばっていったというデータです。
これも書院の人たちの報告書の中から復元します
と、特に山東省の人たちが東北へ渡って散らばっ
ていった様子がわかります。
長い中国の歴史の中で、辛亥革命以降、いわゆ
る資本主義化が始まります。しかしそれは一部で
あって、伝統的な中国のシステムもずっと継承さ
日中研究者による東亜同文書院研究
れてきたのです。ぞれが戦争と戦後の政権の変化、
あるいは文化大革命の中で完全に切れてしまいま
す。その後の 1970 年代末の改革開放以降、資本
主義化の波が浸透してきています。その中のシス
テムは、全部ではないにしても民国期の資本主義
の復元の部分も結構あります。今日の中国を理解
するうえで、書院の人たちが記録した中国の近代
との接続はかなり可能になることになります。そ
れを通して分析することにより今日の中国の経
済、文化、あるいは社会のさまざまな基本的仕組
みを解明することができるのではないかと考えら
れることです。
書院最後の学長が本問先生でした。この方が事
実上愛知大学を設立されたということで、ここか
らは今日の愛知大学の話になります。これは愛知
大学本館の前で、大陸から引揚げてきた学生諸君
が記念撮影しているところです。書院を中心に大
陸からの諸大学の引揚げによって創立された愛知
大学としての再生です。
周恩来首相や郭沫若氏、さらに孫平化氏など、
その後も愛知大学はいろいろな意味で中国とのか
かわりを持っていますし、東亜同文書院大学の影
響がいろいろなところに出ています。中日大辞典
の編集は今泉先生がお話しになりますが、本間学
長の中国側への中日大辞典用カードの返還要請が
実現された成果です。
きっと流させていただきましたが、私の発表を
以上で終わらせていただきます。どうもありがと
うございました。（拍手）
ほとんど時聞がないそうですので、何かご質問
がございましたら夕方へ固させていただきます。
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